
チベッ トに対 す る元 朝 の宗教政策

矢 崎 正 見

は じ め に

12世 紀 の 末,全 モ ン ゴール 部 を 統 一 した テ ム

チ ン(Temoutchin)の 率 い る蒙 古 帝 国 は,ア ジ

ヤ の殆 ん ど全 域 か ら,西 は ロ シヤ ・ ドイ ツ ・ポ

ー ラ ン ド ・ハ ンガ リー等 の ヨ ー ロ ッパ 東部 に亘

る一 大 帝 国 を建 設 した 。

そ して,こ の 蒙古 民 族 に よる大 元 帝 国 の完 成

は,こ れ と直 接 的交 渉 を持 った チ ベ ッ トの 歴 史

に幾 多 の影 響 を残 した ので あ るが,本 稿 に お い

て は,そ の交 渉 の実 態,そ の よって 来 れ る 所

以,そ れ が それ 以 後 の チベ ッ ト史 に 与 え た影 響

等 につ い て考 察 しよ うとす る もの で あ る。

1.元 朝 成立へ の道

成 立 史

1162(あ るい は1155)年1),外 モ ン ゴー ル の

オ ノ ン(Onan・ 斡難)河 流 域 に 生 まれ た チ ン

ギ ス カ ン(Tchinguiz-khan・ 成 吉 思 汗)は 諸部

の統 合 を 完 了 し,1189年,28歳 で 部 族 連 合 の長

とな り(第 一次 即位)2),更 に1206年,全 モ ン

ゴー ル民 族 の長 と して正 式 に合 罕 の位 に即 いた

ので あ る3)。 チ ンギ スは1227年,66歳 で 死 んだ

が4),そ の王 位 は オ ゴ タ イ(Ogotai・ 窩 闊 台 ・

太 宗)に よ って 継 承 され5),更 に そ の 後 三 代 目

に 当 る ク ビ ライ(Coubilai・ 忽必 烈 ・成 祖)の

代 とな り,1260年(中 統 元 年),南 宋 を併 呑 し

て 中 国統 一 を 完 成 し,国 号 を大 元 と称 し,中 国

歴 代 王 朝 の系 列 に編 入 され た ので あ る。 が,ク

ビ ライ 以後,代 を数}る こ と10代,わ ず か に

100余 年,王 朝 は 朱 元 璋(明 の太 祖)の 明 に代

り,元 朝 最 後 の帝 王 順 帝 は 明 の 将軍 徐 達,常 遇

春 等 に よ って 北 に 追 わ れ,再 び そ の民 族発 生 の

草 原 の 地 に戻 った の で あ る。

系 図6)
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-32)冖 ⑩ 寧 宗(1332)
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遠 征 史

元 史 太 祖 紀 の 末文 に は 「聖 武 皇 帝,廟 號 太

祖,在 位 二 十 二 年 。 帝深 沈 有 大 略,用 兵如 神 。

故 能 滅 国 四 十,遂 平 西 夏 。」 と あ り,独 りチ ン

ギ スが 平 定 した部 族,国 家が40の 多 き に の ぼ る

のみ で な く,征 服 帝 国 と して の元 朝 の輝 か しい

歴 史 は そ の遠 征 史 と もい うべ く,以 下 に元 史 ・

秘 史 等 に 記 され て い る遠 征 の次 第 を記 そ う。

(1)チ ンギ スは 諸 部 を そ の 権 力 下 に 収 め る

と,先 ず タ ン グ ー ト(Tangoute・ 西 夏)征 伐 を

開始 した(1207・1211)。

(2)ジ ュル チ ェ ン(Djurchin・ 女 真)族 の

建 てた 金 国攻 略。 初 め て の城 郭 国 家 との戦 闘 を

経 験 した。 この攻 略 戦 に よ って耶 律 楚 材(1190

-1224)が 投 降 した(1210-20)
。

(3)中 央 ア ジ ヤ ・イ ラ ン ・ア フ ガ ニ ス タ ン

戦 役(1219-)。

(4)ヨ ー ロ ッパ遠 征(1219-25)。 エル ワジ

(MahomondYelouadj)の 投 降(1221)。

(5)小 ア ジ ア ・ロシ ヤ遠 征(-1225)。

(6)第2次 西 夏 討 伐 。 途 上 チ ソ ギ ス 死 す

(1227)0

(7)太 宗 治 下 の 第2次 ロ シ ヤ 遠 征(1236-

40)0

(8)ポ ー ラ ン ド ・ ドイ ツ ・ハ ン ガ リー 遠 征

の 結果,ヴ ォル ガ河 下 流 の サ ライ(Sarai)を 首

都 とす る キ プチ ャ ク(Kiptchac)汗 国 の 創 設

(13世 紀 中葉)。

(9)第1次 日本 遠 征(1270)。

(10)第2次 日本 遠 征(1283)。

(11)元 朝 滅 亡(1367)後 も アル タ ン(Altan・

俺 答 ・1507-81)汗 は1530年 代 か ら 帰 化 城 に よ

って 明 の 辺境 を 侵 す こ と数 十 年 に及 んだ 。

文 化 的 諸 形 態

元朝 は 征 服王 朝 と して,少 数 の蒙 古 人 に よっ

て 広 大 な土 地 と異 質 の しか も数 多 い諸 民 族 を支

配 しなければならなかった。ここにおいて,そ

の政治 ・文化のあらゆる面で蒙古民族中心主義

を強力に推進しようとした。 もとより,蒙 古 ・

元朝歴代の皇帝をは じめとし,各 部族の首,貴

族達はその大部分7)が 文化的には低俗であ り,

漢字 ・漢文学を解 さなかった。そ して,寧 ろこ

の事が理由となって,ウ ィーグル(回 鶻 ・トル

コ系)文 化を仲介として,西 方文化の採用が容

易に行なわれたのである。

そ して,そ の結果,漢 民族に対 しては,軍 事

力において優れている点と,西 方文化に接して

いるとい う自信をもって,そ の征服者としての

地位を確立 しようとしたのである。が,も とよ

り,漢 文化との接触が全 く無かった 訳 で は な

く,13世 紀初めに亡命 して来た金人 ・キタン8)

(契丹)人 等を通 しての漢文化の蒙古民族に対

する浸透も行なわれ,統 治形態には中国方式も

多 く採 り入れられ,資 治通鑑 ・貞観政要 ・大学

衍義補等が蒙古語訳 され,元 末に到っては,蒙

古民族至上主義も漢文化におされて消滅 したの

であった。

蒙古民族至上主義の現われ として,元 朝で行

なわれた階級制度に注目しなければな らない。

擺 級一[鏃 雰:飜
i

被支騰 一[:菱潔 繰 驪゚ 人

元朝には,降 伏の前後によって,治 下の人民

の待遇を異にする風習があって,こ のような階

級制度の成立を見たが,支 配階級の蒙古人 ・色

目人は任官,科 挙,法 律的罰則等の上で優遇さ

れ,被 支配階級たる金国,南 宋の人 々は高位に

つ くことが殆んど不可能であった。

また,第2階 級の色 目人とは,旧 ホ ラ ズ ム

(Khorazm・ 花刺子模)・ 旧ウイーグル(Uighur
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・回鶻) ,旧 ナイマン(Naimans・ 乃蛮),旧 タ

ングー ト(Tangoute・ 唐古特)9),そ の他の主と

して トル コ・イラン系民族を主とする西域諸国

・諸部の人hを 諸色目人(す なわち種類多き外

国人の意)と 呼ぶのであるが,蒙 古人 ・色 目人

を中心 とするこの階級制が必ず しも成功を見た

訳ではない。すなわち,支 配階級に属する権力

者の中から,平 章政事の職にあったアーメッ ド

(Ah・ned・阿合馬)や ウイーグル出身で財務大

臣として漬職を恣い ままにしたサ ンガ(Sanga

・桑哥)10)等の悪名高い権臣の輩出を見,一 方,

元来,商 業民 として活躍 した色目人の重用 と元

朝の中国統一によって,陸 上幹線と海上幹線と

を結ぶ世界的貿易路が完成された事とが,元 朝

の重商主義 となって現われ,商 業資本の重圧は

一方的に農民に加わ り
,こ れに支配階級の政権

争奪 と天災等も原因となって,や がては河南に

おける農民一揆を招来することともな り,4代

皇帝憲宗の治世を最後として元朝は分裂への道

を歩むこととなったのである。

蒙古民族が信奉 した宗教の形態は,遊 牧民族

として当然の事であろうが,シ ャーマニズムで

あった。1206年,ク リルタイ11)(Couriltai・総

会議)で 行なわれた太祖第二次即位 の 時 の 汗

号,成 吉思はシャー・マン,ケ ケチ ュ(Gueukdjou

・闊闊出)の 神託によって附せ られたものであ

る。その後,世 祖の代となって,ラ マ教も行な

われるようにはなったが12),元 代では,ラ マ教

の信奉者は上層階級に限 られ,こ れが蒙古民族

゜`庶民の問に浸透するのは明代に入
ってか ら

であ り,膨 大な大蔵経の蒙古語訳を生み,多 く

の ラマ ・活仏が現われ,学 問寺 と称せられるラ

マ廟の建立を見,更 には,チ ベットを媒介とし

てイン ド文化の蒙古に対する浸透が行なわれた

のは,後 代,清 朝のラマ教全般に対する保護政

策の結果であった。

2.チ ベ ッ トと元朝 との交渉

チ ンギ ス の即 位 年 次(1206年)か ら元 朝 の滅

亡(1367年),順 帝 の退 位(1370年),そ して 明

の 永 楽 帝 成 祖 の 即 位(1406年)ま で の 間 の チ ベ

ッ トの歴 史 にあ っては,そ の殆 ん どが,や や 顕

著 な事 件 を除 い て,国 内の 詳 細 な 動 き につ い て

は 不 明 の儘 に終 っ て い る。 今,こ の間 の チ ベ ッ

ト史 の年 表 を拾 って見 れ ば,

1288プ トン(Bu-ston)の 出生

1320ナ ル タ ン(Snar-than)古 版 の成 立

1322プ トン仏 教 史(Chos-hbyun)の 述 作

1346テ プマ ル(Deb-therdmar-po)成 立

1357ッ ォ ン カバ(Btson-kha-pa)出 生(-1419)

1391初 代 ダ ライ,ゲ ン ドゥン(Dge-hdun-

grub)出 生(-1475)

14世 紀 末

1ツ ォ ンカ バ の改 革
15世 紀 初

1410北 京 版(永 楽 版)完 成

等 で,200年 近 い年 月 の 間 に,10件 に 満 た な い

出来 事 が チ ベ ッ ト史,特 に仏 教 関 係 の歴 史 の上

に現 わ れ て い る に過 ぎ な い。 更 に,こ の 間 の歴

な

史事実を,単 に仏教関係だけでなく,社 会一般

の事件をも含めて,そ の記載が他の史書類に比
し

し て,や や 詳 細 と 思 わ れ る パ サ ム ジ ョ ン サ ン

(Das校 訂 本Dpag-bsam-1jon-bzan:p.158～P・

162)の 記 述 に 求 め る と,

・1201年 .タ ル タ ル(Tartar)の 征 服 者 チ ン

ギ ス(Chin-ges)に よ る チ ベ ッ ト ・中 国 等 の 征

服 行 な わ る 。

・王 族 間 の 闘 争 に よ り,共 倒 れ 的 混 乱 が 招 来

さ れ,チ ベ ッ ト王 の 何 人 か に 対 す る暗 殺 が な さ

れ た 。

・1239年 .サ キ ャ パ(Sa-skya-pa)・ ツ ェル パ

(Tsha1-pa)・ デ ィ ゴ ン パ(Hbri-gori-pa)・ パ グ

モ ド ゥ(Phag-mo-gru-pa)等 ,興 起 す 。 サ キ ャ
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王 朝 の 興 起 と そ れ に 伴 うチ ベ ッ ト本 土 に 対 す る

宗 主 権 の 確 立(1253年 ～74年)。 こ の 時,チ

ベ ッ トは13州 に 分 割 さ れ,そ の 州 は テ ィ コル

(khri-skor)と 呼 ば れ,そ れ ぞ れ の 支 配 者 は テ

ィ ポ ン(khri-pon)と 称 せ られ,統 治 が 委 任 さ

れ た 。

・テ ィ ポ ン,ダ ル マ タ ク(Dar-ma-grags)の

支 配 下 に あ っ て,ツ ェ ル ワ(Tsha1-ba)派 興 起

す 。

・デ ィ ゴ ン パ の 興 起 と,ヤ ル ド砦(Yar-hbrog-

btsan-rdsor)の 建 設 行 な わ る 。

・ ミニ ャ ク(Mi-nag)の ゲ グ(Rgyal-rgod)

の 子 孫 に よ る 支 配 行 な わ る 。

・パ ク ド ゥ(Phag-gru)派 の 興 起 と,チ ベ ッ

トの 最 広 範 地 域 に お け る そ の 宗 主 権 の 確 立 。

・パ ク ド ゥ派 の 保 護 下 に お け る ラ ギ ャ リ

(Lha-rgya-ri)侯 国 の 建 設,な ら び に リ ン プ ン

(Rin-spuns-nor-bzan)・ ツ ォ ケ ドル ジ ェ(Mtsho-

skyes-rdo-rje)・ ド ウ ンユ ド ル ジ ェ(Don-yod-

rdo・rje)・ ガ ク ワ ン ナ ム ゲ(Nag-dban-rnam-

rgyal)等 の 間 で の 意 見 の 不 一 致 に よ る 衛 ・蔵

両 地 方 に お け る 首 長 達 の 争 い 。

・1239年 .ホ ル ドル タ(Hor-dor-rta)に よ る

ル ワ デ ン(Rwa-bsgren)と ゲ ラ カ ン(Rgyal・

1ha-khan)の 建 立 な る 。

・1267年 .サ キ ャ 派 統 治 下,ク ン ザ ソ ス

(Kun-bzan-bsod)に よ る チ ャ ロ ク ゾ ン(Bya-

rog-rjon)の 建 立 。

・1285年 .サ キ ャ派 と デ ィ ゴ ン派 と の 問 に 争

い あ り,デ ィ ゴ ン派 は コ ー タ ンの タ ル タ ル 部

(Stod-hor)の 軍 隊 の 助 け に よ り サ キ ャ を 占 領,

サ キ ャ派 は 元 朝(Se-chen-rgya1-poの 息,Thi-

mur)の 助 け に よ り,こ れ を 撃 退 す 。

・衛 ・蔵 両 地 方 に パ ク ド ゥ派 の 勢 力 広 が る。

・1289年 .リ ン プ ン(Rin-spuns-nor-bzan)

の 反 乱 と,サ ム ド ゥ プ ツ ェ(Bsam-grub-rtse)の

砦 の 占領,お よび リ ン プ ソに よ る独 立 の 宣 言 と

主権 の確 立 行 なわ る。

・1338年 .衛 の北 部 と南 部 の 争 い あ り,・ネ ゥ

ドン ワ(Snehu=gdon-ba)の 占拠 に よ り,パ ク

ドゥ派 は首 都 を 移転 す 。

以上 の記 述 は これ を細 か く検 討 す れ ば,多 くの

問 題 を含 ん で は い るが13),兎 も角 も,派 閥 の 抗

争 と宗派 の興 起 ・寺 院 建 立 の歴 史 とい うこ とが

出来 よ う。 そ して,こ れ は教 団 側 に つ い てい え

ば,1042年 入蔵 した アテ ィシ ヤ(Atiga)の 思

想 的 影 響 を 受 け た ゲル ク 派(Dge-1ugs-pa)・ ヵ

一ギ ュ派(Bkah-brgyud-pa)・ サ キ ャ派 等 の 各

派 が 生 まれ,一 方,or社 会 で は,9世 紀 中葉

の ラ ン ダル マ(Glan-dar-ma)の 破 仏 後,統 一

王 朝 を 失 い,戦 国時 代 的 な様 相 を 呈 す るに 至 っ

た チ ベ ッ ト国 内 で,地 方 豪 族 や 諸 領 主 は そ の確

執 の 中 に 各 宗派 や大 寺 院 の持 つ 宗 教 的 権 威 を利

用 しよ うと し,ま た,諸 宗 派 もそ の教 勢 拡 張 の

一 手 段 と して
,地 方 豪 族 の武 力 を 裏 楯 とす る こ

とが ゜r・的風 潮 で あ った こ との 現 わ れ で あ り,

チ ベ ッ トが 元 朝 と交渉 を持 つ に 至 った のは,正

に チ ベ ッ ト史 に お け る この よ うな 時 代 で あ った

ので あ る。

そ こで,元 の チ ベ ッ トに対 す る 介 入,チ ベ ッ ト

と蒙 古 との 交 渉 の実 態 で あ るが,こ こには フ ー

ラ ン(Hu-1an・ 稲葉 ・佐 藤 共 訳 本119頁 以下)・

テ プ ゴ ン(Deb-then-snon-po,Roerich訳 本Part

I215頁 以 下)・ ジ グ メ蒙 古 史(橋 本 校 訂 本34頁

以 下)等,主 と して,チ ベ ッ ト ・蒙 古 の資 料 に

よ って そ れ を 探 る こ と と し よ う。

『ドゴ ン,パ ク パ,ロ ドゥギ ェム ツ ェ ン(耳gro・

mgon耳phags-paBlo-gros-rgya1-mtshan)は 乙 未

(1235年)に 生 まれ,年9歳 の 時,伯 父(サ キ

ャパ ンデ ィタ ゜Sa-skyaPandita)に 随 行 して北

方 に 行 き,後,皇 帝 ク ビ ラィ ・Go-pe-laが ル ペ

ィチ ェ ン(Lu-pahi-fan)に 居 た 時,北 方 の王 子
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モ ン ゴル(Mon-gor)と ラー7パクパ とは 共 に行

っ て謁 見 し よ うと した。 そ こで,〔 ク ビライ は〕

喜 んで 北 方 の王 子 の も とへ,モ ン ゴル の100騎

の一 団 を行 か せ,サ キ ャ(パ クパ)を 迎 えた 。

〔パ クパ は ク ビライ に〕 灌 頂 を 与 え,檀 越 と し,

〔ク ビ ライ は パ クパ を〕 帰 依 処 と して の交 わ り

が 結 ばれ た。 セ チ ェ ン(Se-chen・ ク ビ ライ)

が 王 位 に 即 い て 後,〔 パ クパ は〕 国 師,帝 師 と

順 次 に進 み,〔 元〕 帝 国 の 教 主 とな った 。 ……

弟,ガ タ ク,チ ャ クナ ドル ジ ェ(Manh-bdag

Phya9-na-rd・-rje)は 己亥(1239年)に 生 まれ,

年5歳 の時,伯 父 に 随 って 〔北 方 へ 〕 行 った 。

王 子 ゴ ダ ン(Go-tan・ 閣 端)は 〔彼 に〕 モ ン ゴ

ル の服 を着 せ,プ ンモ ・メ ガ ル ン(Dpon-mo

Me-hgah-lun)を 〔妻 と して〕 賜 わ り,全 チ ベ

ッ トの支 配 を命 じた 。』(Hu-1an)

『サ キ ャパ ンチ ェ ン(Sa-skya-pan-then,Kun-

dgah-rgyal-mtshan)の 孫 に 当 る ラマ パ クパ(Bla-

maHphags-pa)は18歳 に して癸 丑(chu-mo-glan

1253年),ク ビ ライ(Se-chen)太 子 の 国 師 とな

った 。 … …26歳,庚 申(lcags-pho-spre1260

年),ク ビ ライ が帝 位 を 継 ぐに 及 び,帝 師 とな

っ.た。 … …己 巳(sa-mo-sbrul1268年)元 の 帝

室 に 向 い,7年 間 を そ こに過 した 。 … …(以 下

はHu-lanと 殆 ん ど同文)皇 帝 ク ビ ライの 許 可

に よ っ て,チ ベ ッ ト3州 が パ クパ(Dpon-po

Hphags-paRin-po-che)の 教 化 の褒 賞 と認 め ら

れ て 以 来,ラ マが 国 家 の精 神 的 指 導 者 とな り,

一 方
,官 吏 は 次 々に任 命 され,国 家 の俗 的 な事

柄 を 取 扱 うよ うに な った 。 は じめ に,摂 政 達 の

うちで,サ キ ャザ ンポ(Sa-skyabzan-po)が ク

ビ ライ の 命 に よ って衛 と蔵 を統 治 す べ き公 的 な

印璽 を 与 え られ た。 … … 〔サ キ ャザ ンポの 腹 心

の侍 従 と して,そ の 死後 活 躍 した 〕 ク ンガザ ン

ポ(Kun-dgah-bzan-po)は ク ビライ の 命 の も

と,蒙 古 の軍 隊 に よ って 殺 害 さ れ た 。 … … 結

局,サ キfiパ は75年 間 に亘 っ て世 間 主 と な っ た

ので あ る。』(Deb-they)

『クビ ラ イの 第3王 子 チ ン ゲム(Chin-gem)は

前 に ク ビ ライ 在位 中 の丙 子(1276年)の 年,法

王 パ クパ が チ ベ ッ トに帰 還 した 時,サ キ ャに 伴

わ れ た が,父 王 ク ビラ イは 大 い に 喜 び,こ れ に

灌 頂 せ よ と命 ぜ られ,チ ンゲ ムは サ キ ャの地 に

留 っ た 。 … … 〔蒙古 の チ ベ ッ トに 対 す る進 攻 の

事 実 に つ い て〕…… チ ンギ ス は66歳 の丁 亥(1227

年),チ ベ ッ トの ミニ ャク(Mi-nag・ 西 康 省,

カ ム地 方)に 軍 を進 め,そ の第 九 王 ドル ジ ェペ

(Rdo-rje-dpal)な る賢 者 を招 い て,多 数 の民 衆

を そ の 権 力 下 に摂 め た14)。 … …チ ンギ ス よ りク

ビ ライ に 至 る間,順 次 に征 服 した 諸 部 は 青 き蒙

古 の40余 万 戸 と,赤 き 支那,黒 きチ ベ ッ ト,黄

な る セ ル タ ドゥ(Ser-tha-grvol)と 白 き ソ ロ ソグ

ゥ(So-lon-gwos・ 高麗)で あ り… …,仏 陀 の 涅 槃

よ り,2041年 を経 過 した ラ プチ ュン(rab-byun)

第4の 丁 卯(1207年),こ の 世 の梵 天 法 王,聖

武 チ ンギ ス は チ ベ ッ トの衛 地 方 よ り蔵 地 方 に使

者 を 送 り,大 薩迦 派 の尊 者 ク ン ガ ニ ンポ(Kun-

dgah-shin-po)に 清 浄 の供養 を 行 な い,衛 ・蔵

よ り三依 処 を請 来 した 。 そ れ 等 に 対 し,一 般 蒙

古 人 は不 断 の信 仰 を獲 得 し,供 養 を な し,戒 を

具 す る 比 丘 等 を 出 した 。 而 して,・これ 蒙 古 に お

け る正 法 の は じめ な り。 … …成 吉 思 汗 の 孫,ゴ

ダ ン汗 は 薩 迦 班 禅 を迎 え,蒙 古 に 教法 を 弘 め る

こと を 欲 し,ダ ル ハ ンタ イ ジ トル タ(Dar-han-

thahi-tsi-tor-ta)大 将 軍 を 従 者 とす る 使 者 と し

て送 り,班 禅 を招 聘 した 。 一 … ラ マ65歳 の 丙午

(1246年),蘭 州大 城 に 到 着 。 … … パ クパ19歳 の

時(1253年),ク ビ ライ は教 法 を 弘 通 す るた め,

パ ク パ を そ の宮 殿 に迎 え,… … パ クパ は可 汗 な

らび に妃 ゼ マ サ ンモ(Mdses-ma-bzan-mo)に 灌

頂 を 授 け,… …妃 は チ ベ ッ ト方面 の もろ もろ の

事 柄 は ラマ の言 に従 い,干 渉 す る こ とな く,命
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令もすること勿れ,そ の他の大小の事業につい

てはラマは介入する勿れといい,… …灌頂の供

物として,チ ベッ トの三地方,お よび支那の大

人間界を贈り……此の大 自性者は大可汗の帝師

とな り,… …年,20歳 にして寅の年(1254年),

僧侶の家に王の使臣を泊らせぬこと,站 役を賦

課せざること,税 金を課せざるこ と等 を願 っ

た。…… 〔以下,パ クパ以後,サ キャ派所属の

ラマ達が元朝に招かれて,可 汗に灌頂を授けた

事例は多 く記されている。〕(Hjigs-med)

以上を要約すれば,パ クパとクビラ イ の 交

渉,パ クパとクビライの妃ゼーマとの交渉,す

なわち,灌 頂授戒←→国師 ・帝師号の授与,チ

ベッ ト3州 の支配 ・宗主権,ま た,ゴ ダンとサ

キャパソチ ェン ・チャクナ ドルジェの交わ り,

チンゲムのサキャの地への招来等,チ ベッ トと

元朝との交渉の内容は元朝とサキャ派 との宗教

的交流 とそれに伴 う政治的 ・社会的権益の授受

に集約することが出来るのである15)。

元朝がチベッ トに出兵 した事実については,

わずかに,チ ンギスのカム出兵があるが,こ れ

も註記の如 く,チ ベッ トに対する直接的な出兵

とは考えられず,叉,上 述のパサムの記述の如

く,サ キャ派 とディゴンとの交戦における支援

のための出兵はあったにしろ,チ ベッ トに対 し

て直接これを攻略するための,少 なくとも大規

模な出撃が行なわれたことは元史を初め とする

中国側資料にも記録されて居 らな い。 とす れ

ば,元 朝のチベットに対する交わ りの形態は,

武力を伴 うものでなく,専 ら,一 教団 サキ

ャ派 に対する懐柔とい う宗教政策によった

ものであった事は自明の事柄となるのである。

3.元 朝の政策 とその後世への影響

か つ て 宋 を 滅 ぼ し,高 麗 を侵 略 し,日 本 に 出

兵 し,西 方,ヨ ー ロ ッパ に 向 って は ロシ ヤ,ポ

一ランド,ド イツ,ハ ンガリー等の国国を脅か

した強大な武力を有する蒙古帝国元朝が,t,:・

の小国チベッ トに対 しては,そ の 武威 を 用 い

ず,宗 教政策による懐柔の方途をもってした。

その理由は第1に 既に明らかなる如 く,当 時の

チベットはチベットとい う国土 の み は 在って

も,そ こに全一的な統治権がな く,従 って,言

葉の厳密な意味でのチベ ット国は存在 していな

かったともい}る のであ り,チ ベットの国土に

対する地域的侵略は在 り得ても,チ ベッ ト国そ

のものを服従させるとい うことはあり得なかっ

た事になるのである。

第2に,そ の ようなチベッ ト地域における現

状の中で,宗 団各派 と,豪 族相互の勢力争いが

それぞれの宗派 と豪族の相互協力とい う形で,

熾烈に展開されていたのであるから,そ の集団

中最も強力なものに対して裏楯 となって,そ の

勢力の伸張を単に援助するとい う姿勢だけを取

り,自 らの武力は最小限度に発揮するに止め,

その勢力の完成が殆んど完了 した時点で,こ れ

を傀儡として利用することは,侵 略の最善の方

法であったのである。

第3に,元 朝の統治者は本来遊牧 の 民 で あ

り,そ の丈化的レベルは極めて低 く,大 元帝国

を完成 した元朝当事者 としては,丈 化的向上を

意図 した事は当然であろう。が,最 も身近かな

中国の文化,す なわち,思 想 と しては 中国仏

教,儒 教,道 教等をそのままの形で元朝に採用

する事は征服者 としての矜持が許さなかったで

あろ う。

一方,色 目人あるいは契丹人の耶律楚材ある

いは ウィーグル文化等との接触によって,西 方

文化の受容はあったに しても,そ れは主として

実利的な物質文化の面を主とした もの で あっ

た。 ここにおいて,元 朝が精神文化の向上の上

で ラマ教に眼を向けた事 も当然の仕儀 で あ ろ
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う。13世 紀 当 時 に お け るチ ベ ッ ト仏 教 は 上 述 の

如 く,ア テ ィシ ャの 入 蔵 後,復 興 の 一 途 を 辿

り,宗 派 仏 教 の完 成 を見 た時 期 で あ り,そ の持

つ 呪 術 的 性 格 も,元 来 シ ャー マ ン信 仰 に よ って

支 え られ た 蒙 古 民 族 の心 情 に容 易 に訴 え得 る と

ころ を 持 って い た 。 この事 が 元 朝 とサ キ ャ派 と

の交 流 を可 能 と した一 因で あ った ので あ る。

か くて,チ ベ ッ トに対 す る元 朝 の宗 教 政 策 は

元 朝 滅 亡 後 も,チ ベ ッ ト民 族 と蒙 古 民 族 の親 交

と い う形 で 残 り,更 に そ れ が 単 な る民 族 的親 交

に留 ま らず,チ ベ ッ トの 内政 に大 きな影 響 を与

え る こと と な った ので あ る。 す な わ ち,ツ ォ ン

カ バ の宗 教 改 革,そ れ に伴 う新 教 黄 帽派 の成 立

とい う歴 史 を 経 た チ ベ ッ ト仏 教 教 団 は,更 に ツ

ォン カ バの 法 灯 を 継 ぐ ゲル ク派 の 中 か ら,ダ ラ

イ ラ マ(Talahi$la-ma,達 頼 喇 嘛)を 生 み,チ

ベ ッ ト全 域(衛 ・蔵 ・西 康 の 三地 方)に 亘 っ

て,政 治 と宗 教 の両 面 に おけ る最 高 権 を 具 備 す

る活 仏親 政 の政 治形 態 を作 り上 げ た の で あ る

が,第3代 ダ ライ,ソ ー ナ ム ギ ャム ツオ(Bsod-

nams-rgya-mtsho)と 蒙 古 王 アル タ ン(Al-than-

ge-gen・ 俺 答 汗),第5代 ダ ライ,ロ サ ンギ ャツ

ォ(Nag-dbanBlo-bzan-rgya-mtsho)と グ シsリ

(Ku-sri-ge-gen・ 固 始 汗)と の 関 係 等 に 見 られ

る如 く16),ダ ライ ラ マ制 の確 立 に は 蒙古 民族 の

武 力 が 大 きな 裏 楯 とな って 直 接働 い た の で あ っ

た 。

しか も,ア ル タ ン と5代 ダ ライ の交 流 の如 き

は,元 朝 に お け るセ チ ェ ン ・ク ビ ライ と パ ク パ

との 結 び つ き を過 去 に お け る歴 史 事 実 ・因縁 と

して 想起 しつ つ な され て い る ので あ る17)。

チ ベ ッ ト仏 教 史上 で は,ツ ォ ソカ バ の宗 教 改

革 は そ の仏 教 史を 新 教 と 旧教 に 二 分 す る契 機 と

な る重 要 な 出来 事 で あ った が,こ の ツ ォ ンカバ

の改 革 後 成 立 した ダ ライ ラマ 制 は単 に チ ベ ッ ト

仏 教 界 を 支 配 す る重要 な 制度 で あ るば か りで な

く,チ ベッ トの俗界政治を一体系化する重大な

組織であった。

ラソダルマの破仏以後,統 一王朝の存在を失

ったチベッ トにおいて,途 中,サ キャ王朝の成

立は見たものの,15世 紀末から16世紀中葉にか

けて成立 したダライの制はその後のチベ ット史

を形成する重要な要素であったが,法 灯の上か

らは改革者ツォンカバの系譜を引 くとはいx,

単に一般民衆に訴える宗教心情のみの所産では

なく,蒙 古民族の強力な武力を裏楯として存続

し得た点に注 目する時,そ の蒙古 ・チベッ ト両

民族の提携を容易とした元朝のチベ ットに対す

る宗教政策は,チ ベット史の後代に対する影響

とい う面か らも重視されねばな らない。

註

1)チ ンギスの生年 は明 らかでないが,元 史 ・源流

等が等 し く歿年を 「歳次丁 亥(1227年),享 年

六 十六歳」 とす るところか ら逆 算する と1162年

とな る。 が,死 亡の年齢 に つ い て はRashid・

ud-DinのJami'ut-Tevarikh(年 代紀彙集)の

72歳 説,揚 維槙 の正統弁に よる60歳 説等,色 々

である。従 って,死 亡年次の1227年 か ら,さ ま

ざ まの逆 算が行 なえるが,こ こには上記の諸説

を紹 介す るにと どめ,一 応,1162年 生誕説に従

い,そ の正否は究めない。

2)蒙 古源流巻三 「年至二十八,歳 次己酉,於 克噌

倫河比郊,即 汗位」 とあ り,元 朝秘史(那 珂通

世 訳註成吉思汗実録巻三)に は 「阿勒壇,忽 察

児,撒 察別乞等議 り合ひて,帖 木真に言へ らく

r汝を罕 と為 さん。帖 木真 を罕 とな さば,我 等

は多 き敵 に先鋒 に奔 りて,… …』か く言 を定め

合 ひて,こ れ より盟 して,帖 木真 を成吉思合罕

と名づけて,罕 とな した り。」 と記 している。

3)元 史本紀 には 「元年 丙寅,帝 大会諸王羣臣,建

九 旌白旗,即 皇帝位於斡難河之源。諸王羣臣,

共上尊 號,日 成吉思皇 帝」 とあ り,実 録巻八に

は 「か く毛氈 の帳紹 ある国民を平 げ て,虎 の

年,斡 難河 の源に聚会 して,九 つの脚あ る白 き

纛を立て て,成 吉思合罕に罕の号をそ こに奉れ

り。」 とあ る。

4)源 流巻四 「歿於 圖繭黙格依城,時 歳次丁 亥七 月
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十二 日。 享年六十六歳 。」 とあ り,元 史太祖紀

には 「臨崩,謂 左右日 『……』言訖而崩。 壽六

十六 。」 とあ り,実 録巻 十二 には 「猪の年,成

吉思合罕は上天に昇 り給ひぬ」 とあ る。

5)実 録巻 十二 「鼠の年(1228年 ・太宗43才),察

阿 歹巴禿を首 とせ る 右手 の 諸王,斡 慯赤斤那

顔,也 古,也 孫格を首 とせ る左手の諸王,施 雷

を首 とせ る内地 の諸王 ・公主 ・鮒馬 ・萬戸千戸

の官人等,罧 とな りて,客 魯嗹の闊迭兀阿喇勒

に威 く聚 りて,成 吉思合罕の名 ざ し給へ るそ の

勅 に依 り,斡 歌 歹合罕を罕 に戴 け り。」

6)〔1〕 の太祖 か ら 〔N)の 憲宗 まで は,い わゆ

る蒙 古帝国の創草期 であ り,(1)の 世祖 か ら

(11)の 順 帝 までが元朝歴代 の帝王 である。 な

お,大 括 孤 〔 〕内の数字 は生存年 次を示 し,

小括孤()内 の数字 ではそれ ぞれ の帝王の在

位年次を表わす。

7)英 宗硯徳八刺は在位年数,僅 かに3年 であ つた

が,そ の間に漢文化を尊 重 し,孔 子 の子孫を優

遇す る等の挙に出た。 また,文 宗図帖睦爾はそ

の在位 中,好 学の志厚 く,学 者を優遇 し,経 典

を修 し文運を隆 昌な らしむ ることに努めたが,

この両者は歴代帝王中の例外的存在であ った。

8)契 丹 人の中では,1215年,金 の中都(北 京)陥

落 の折,投 降 した耶律楚材がその代表的存在 と

い}xよ う。 彼はチ ンギス(太 祖)・ オ ゴタイ(太

宗)の 両皇帝に仕え,蒙 古帝国 に金 国の駅伝制

た るジ ャムチ(站 赤)の 制 を紹介 し,蒙 古朝 に

対 す る貢献度高 く,の ちには東方領域 におけ る

最大 の指導者 として仰 がれ た。

9)投 降 の順位か らいえば,ウ イー グルが13世 紀 の

は じめ,ナ イマ ンが1204年,ホ ラズムが1220

年,タ ングー トが西夏国の滅亡 時で,1227年 と

な る。

10)彼 等 の行跡 についてはD'Ohssonの 蒙古史第3

編 ・第3章 に主 と し て,Djami'ut-Tevarikh

(Raschidの 年代紀彙集)を 資料 として,詳 し

く述べ られ ている。

11)蒙 古 の民族的決定はその初期の段階 に お い て

は,総 てCour1lta1で 行なわれた。Co11"11腰 の

構成 は王候 ・貴族 ・戦士に よ り,そ の主た る決

定事 項は汗の選 挙 ・ジャサ(Jassa札 撒)と 呼

ばれ る法令集の決定,侵 寇 ・遠征 の協議等で あ

る。Couriltaiは 本来,蒙 古民族間 の民主的協

議機 関であ ったが,後 には単 に汗 の意志 を承認

する もの と代 り,や がて世祖 の代 とな って廃 さ

れた ので ある。

12)世 祖Coubilaiが1269年,国 師Hphags・paに

命 じて作 らせ たパ クパ文字は有名 であ るが,こ

のパ クパ文字 は蒙古語 の書写 に不 便であ り,一

般 には回鶻のUighur文 字を蒙古語 の音写 に便

な るよう改めた ものの方が広 く用 い られた。

13)こ の時期におけ るチベ ッ ト国内の様相な らびに

蒙 古諸部 ・元 朝 との交渉等 について,そ の詳細

を全般的 に知 るためには,チ ベ ッ トで撰述 され

た各種 の史書,中 国側 の諸文献等 をそれぞれ対

比 して詳 し く検討 しなければ な らないが,チ ベ

ッ ト側の資料 と元朝等に関す る中国側の資料で

はその記述の態度が基 本的に異な る。 す な わ

ち,前 者にあ っては仏教 を基 礎 と して教法の流

伝 とチベ ッ ト仏教各宗派の発展を記述す ること

に重点を置 き,後 者にあ っては,中 国国威 の顕

揚をその中心課題 とす る。そ こに,こ の種 の歴

史的変遷の実態を探 る上での困難 さが存す るの

であ る。 ここには,両 者 の資料を対比 して綜合

的,平 均的に結論を得 ようとす ることよ り,寧

ろ,そ の概要を浮彫 りにす ることのみを主眼 と

した。

14)1227年 は チ ンギスの没年であ り,秘 史 の記述 に

よれば,こ の年,チ ンギスが第2回 目の討伐 を

行 なった直接 の目標は唐兀場(タ ングー ト・党

項)で あ った。

15)チ ンギスが クンガーニ ンポに供養 を行 ない,一

般蒙古人 の中か ら信仰者を出 し,受 戒の比丘 も

出,こ れ が蒙古 における正法 の初伝 とい うジグ

メの記述 には問題が ある。秘史 に もこの事 は記

されて居 らず,ジ グメの記述 中に もチ ンギスが

クンガーに供養 したのが1207年 とあ り,同 じく

クンガー出生を1092年 とし,死 亡 を1158年 とし

てい る点 とも矛盾す る。

16)拙 稿 「ダライ ラマ制 に対 す る一 試論」(大 崎学

報110号)参 照。

17)橋 本本:ジ グメナムカ199P.～200P.

資 料 類

〔元史〕

明 の朱濂 ・王裨等編1369年 明初に編纂 され,

紀47・ 表8・ 志58・ 列伝97の 計210よ りな り,

本紀は元朝歴代の実録に よって編せ られた。そ

の後,中 華民 国の時代に大総 統令 に よって正史

に加え られ た 〔新元史〕(柯 劭惑編,紀26・ 表

7・ 志70・ 列伝154・ 計257)も あ り,正 史 と し
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チベ ッ トに対す る元朝の宗教政策

て欠 くことの出来 ない資料 であるが,正 史 中,

元史 は他の宋 ・遼 ・金等 と共 に極 めて杜撰 なも

の といわれ る。

〔元朝秘史〕

蒙古民族最古の文献で,チ ンギスの先祖 よ りオ

ゴタイの即位12年 までの事実 に関す る記録。全

12巻(正10・ 続2)。 著者未詳 なるも,オ ゴタイ

の治下に成 り,1240年 頃書写 され,明 の洪武帝

初年,原 本が漢訳 された。別名をAltanDepter

(金冊)と いい正10巻 はチ ンギスの伝記。 蒙古

の歴史 ・文学 ・語学等 の研究上,重 要 な る 資

料。邦訳に那珂通世``成 吉思汗実録(1904)"・

白鳥庫吉``音 訳蒙古元朝秘史"(1943)・ 小林高

四郎``蒙 古 の秘史"(1941)・``元 朝 秘 史 の 研

究"(1954)等 がある。

〔蒙古源流〕

明末 ・清初の内蒙古 オル ドス部 の貴族 出身,セ

ツェン ・サナ ン ・タイジ,1774年(清 乾隆42年)

の著。蒙 古原丈を漢訳 して皇帝に捧げた もの。

3巻 以下 に蒙古民族 の歴史を記 し,特 に明代に

ついては蒙古側資料 として,明 実録 と共に重要

資料 である。i.J.Schmidtの 独訳 ・江実の 和

訳 あ り。

[Altan-tobcbi)

黄金史 ・金宝史等 と呼び,1630年 頃,ラ マ僧に

よる作 といわれ るが,著 者不明。内容は伝 承 ・

説話 等 に よ り,王 統 の歴 史 を 中心 に,オ イ ラー

ト部 と東部 蒙 古 との交 渉 等 にふ れ る。 ラマ教 的

色 彩 強 し。 小 林 高四 郎``ア ル タ ン トブチ 蒙 古年

代 記(1939年)"が あ る。

〔皇 元 聖 武 親 征 録 〕

1260年 ～85年 の 間 に 編纂 さ れ,1263年 頃,蒙 古

資 料 か ら漢 訳 され た もの と推 定 され るが,内 容

は チ ンギ ス 汗 実録 で あ る。

(Jami'ut-Terasikh)

イ ル カ ン国 の 史 家Rashid-ud-Dinが 勅 に よ っ

て1303年,編 纂 した もの で,``集 史"・``年 代 紀

彙 集"と 訳 され る。 原 文 は ペ ル シ ャ語 で 書 か

れ,L.N.Berezinが1858年 ～88年 に 訳 した ロ

シ ヤ語 訳 本 が あ る。 ドー ソ ソ"蒙 古 史"に 引用

され て い る。

〔蒙 古 史 〕

c.D'Ohsson:``HistoiredesMongols"4巻 。

1834年 ～35年 編 。 昭 和11年 ～13年,田 中萃 一 郎

の 邦 訳 本 が 岩 波 丈庫 で 出版 され た。

〔チ ベ ヅ ト文 資料 〕

a)Bu-ston:Chos-hbyun.1322年

b)Kun-dgah-rdo-rje:Hu-tan-deb-ther.1346

年 ダ
c)Gshon-nu・dpal:Deb-ther.1476年

d)Sum-pa-mkhan-po:Dpag-bsam.1741年

e)Jig-med:Hor-chos噂byu阜.1819年
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